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要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎ 

主ຊ〇ရ・ࢧーࣅス分㔝での新〇ရ・ࢧーࣅスの㛤発における要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎として、௻業の要⣲ᢏ

⾡・要⣲工⛬の内〇⋡およࡧ新つ㛤発๭合をࡳたものがୗ⾲である。 

 
⾲㸸要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎ 

䚷0䠂
䚷0䠂㉸
㻞㻡䠂ᮍ‶

䚷㻞㻡䠂௨上
㻡0䠂ᮍ‶

䚷㻡0䠂௨上
㻣㻡䠂ᮍ‶

䚷㻣㻡䠂௨上
100䠂ᮍ‶

䚷100䠂 ྜィ

䚷0䠂 1.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 1.5%
䚷0䠂㉸㻞㻡䠂ᮍ‶ 0.5% 10.5% 0.9% 0.3% 0.4% 0.0% 12.5%
䚷㻞㻡䠂௨上㻡0䠂ᮍ‶ 0.3% 7.2% 4.1% 0.9% 0.5% 0.0% 12.9%
䚷㻡0䠂௨上㻣㻡䠂ᮍ‶ 0.0% 10.6% 7.5% 4.0% 0.5% 0.2% 22.7%
䚷㻣㻡䠂௨上100䠂ᮍ‶ 0.7% 21.5% 8.1% 4.4% 5.8% 0.2% 40.8%
䚷100䠂 1.1% 3.1% 1.8% 0.9% 0.4% 2.2% 9.5%
㻌㻌ྜィ 3.8% 53.0% 22.5% 10.6% 7.5% 2.6% N=1060

᪂つ開発๭ྜ
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発
๭
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要⣲ᢏ⾡の自社㛤発๭合は、75㸣௨上 100㸣未‶とᅇ⟅した௻業が最も多く、全యの 40.8㸣を༨める。一

方、要⣲ᢏ⾡の新つ㛤発๭合は 0㸣㉸ 25㸣未‶とᅇ⟅した௻業が最も多く、全యの 53.0㸣である。すなࡕࢃ、

要⣲ᢏ⾡の㛤発にᙜたっては、᪤Ꮡᢏ⾡を用いてその大部分を自社内で㛤発している௻業が多いことが分か

る。 

ḟに、要⣲ᢏ⾡のᢏ⾡㛤発ᡓ␎とイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果の関ಀについて見てࡳる。 

ྑᅗは、要⣲ᢏ⾡の内〇化の⛬ᗘとᢏ⾡的な

新つ性をもつイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘとの関ಀ

を見たものである。 
このᅗによれࡤ、要⣲ᢏ⾡の自社㛤発๭合と

画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘの関ಀは、㏫ U

Ꮠᆺの関ಀにあることが分かる。要⣲ᢏ⾡を自

社で㛤発する๭合が高くなるにつれて、ᢏ⾡的

な新つ性をもつイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘは高ま

るが、自社㛤発๭合が一定ᩘ㸦75㸣）を㉸える

とイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘは低ୗする。 

つまり、要⣲ᢏ⾡の内〇化はイノ࣋ーࣙࢩン

にᚲ要だが、過ᗘな内〇化は㏫にイノ࣋ーࣙࢩ

ンを㜼ᐖする可能性があることが♧၀される。 
 

 

㸦㸰）主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩ 

 上グの結果は、主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩや業種の㐪いによって影響を受けると考えられる。そこで最ᚋ

に、本調査のᅇ⟅௻業の主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩについて⡆༢に見てࡳる。ᅇ⟅௻業の多くは、法ே向け

の⤌❧ᆺ〇ရを主ຊ〇ရとしており、全యの 37.4㸣がそれにヱᙜする。また、法ே向けの⣲ᮦᆺ〇ရを主ຊ

とする௻業が 28.0㸣、消費者向けの⤌❧ᆺ〇ရを主ຊとする௻業が 12.5㸣とそれに続く。これらにຍえて、

〇ရアーキテクチャの㢮ᆺや基本タ計・ᢏ⾡要⣲のᶆ‽化の⛬ᗘ、カスタ࣐イࢬ特性等についても調査して

おり、多くのᅇ⟅௻業の主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスは、᧿り合ࢃせᆺでカスタ࣐イࢬᆺというᢏ⾡的特ᚩを持って

いるという結果が得られている。 

 

 

㸳㸬 おࢃりに 

 本報告では、Ẹ間௻業の研究㛤発活動における࣐ネジ࣓ントとして、研究㛤発の⤌⧊యไと要⣲ᢏ⾡にか

かるᢏ⾡㛤発ᡓ␎をྲྀり上ࡆ、イノ࣋ーࣙࢩンᡂ果との関ಀについて考察した。その結果、ᢏ⾡の内〇⋡と

新つ㛤発ẚ⋡のバランスや研究㛤発のึᮇẁ㝵での⤌⧊యไがイノ࣋ーࣙࢩンの生㉳確⋡に影響を与える可

能性が♧၀された。௒ᚋの研究の方向性としては、イノ࣋ーࣙࢩンᡂ果の生㉳確⋡と研究㛤発࣐ネジ࣓ント

のよりヲ⣽な関ಀ性や、研究㛤発ᡂ果からの཰┈⋓得等についてのධ念な分析がồめられるだろう。 
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ᅗ㸸ᢏ⾡の自社㛤発๭合と画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘ 

㸰㹈㸰㸴�

 の投入経験とࣔチベーション࡬アの新〇ရあるいは新㺙㺎㺩㺼㺛のᕷሙࢽンジ࢚

 

 
 子（文科省・政策研）⿱⸩ఀۑ

 

 

 
䠍䠊⫼ᬒ 

 研究開発の成果としての「新〇ရあるいは新サービスのᕷሙ࡬の投入」ࠊいわゆるプロダクト・イノ

ベーションは経済成長をᑟくと考えられている[1]。しかしࠊプロダクト・イノベーションを実現した

௻業の๭合のྛ国比較ではࠊドイࡸࢶフランスࠊⱥ国などと比べると日本はపいことが示されている[2]。

プロダクト・イノベーションのいっࡑうの๰ฟは日本の経済成長をಁすことに⧅がるかもしれない。し

たがってプロダクト・イノベーションの๰ฟに係る要因を見ฟすことが㔜要となっていると考えられる。 

ඛ行研究によりプロダクト・イノベーションをつ定しているものとしてࠊ「研究開発費の投資㢠[3]」ࠊ

「㟂要の୙確実性ࡸつไ[4]」が示されている。本研究ではプロダクト・イノベーションの๰ฟに関わ

る人（࢚ンジࢽア）に↔点をあてࡑࠊの≉ᚩを分析しࠊプロダクト・イノベーションの๰ฟに影響を与

える要因を᳨ウした。 

 

䠎䠊ᡭἲ 

本研究は2011ࠊ 年 10 月 20 日から 10 月 27 日までの 8日㛫に実施したアンࢣート調査の結果[5]を

新たに分析したものである。 

アンࢣート調査はࠊᰴᘧ会♫スパイアの᭷する調査ࣔࢽターのෆࠊ学⏕ࡸᑓ業主፬および↓⫋を㝖い

た 92 ୓ 5,695 ྡを対㇟にウୖࣈ࢙で実施した。調査の第㸯問┠の「あなたは現在࢚ンジࢽアですか」

の質問に「࢚ンジࢽアである」とᅇ⟅した 1,000 ௳にࡘいてࠊ合計 40 問の質問をした。これらからࠊ

プロダクト・イノベーションの๰ฟに関連する調査㡯┠をᢳฟしてࡑれらのᅇ⟅結果にࡘいて SPSS を

用いて分析した。 

 

䠏䠊⤖ᯝ 

㻔1㻕 䝥䝻䝎䜽䝖䞉䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁䛻㛵୚䛧䛯⤒㦂 

 ᅇ⟅者に「あなたは現在までにࠊఱᅇぐらい新〇ရあるいは新サービスのᕷሙ࡬の投入に関わった経

験がありますか」と質問したところࠊᅗ 1に示すように「0ᅇ」がもっともከかった。しかし5」ࠊᅇ以

ୖ」というᅇ⟅もḟにከく示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ௒䜎䛷䛻㛵䜟䛳䛯⤒㦂ᅇ数㻔㼚㻩1㻘000㻕    図 2 ⌧ᅾの⫋ሙ䛷㛵䜟䛳䛯⤒㦂の᭷↓㻔㼚㻩1㻘000㻕 

 

またࠊ「現在の⫋ሙにおいてࠊあなたは新〇ရあるいは新サービスのᕷሙ࡬の投入に関わった経験が

ありますか」という質問ではࠊ「経験がない」が඲ᅇ⟅者の 61.6�（616 ྡ）であった（ᅗ 2）。この「経

験がない」のᅇ⟅者はࠊ๓⫋ではプロダクト・イノベーションに関わった経験がある人をྵࢇでいるこ

とからࠊ以ୗのヲ⣽な分析を実施した。 
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㻔2㻕 䝥䝻䝎䜽䝖䞉䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁の⤒㦂䛻┦㛵䛩䜛㡯┠ 

 学Ṕが㧗い࡯どࠊ現⫋の໅ົ年数が長い࡯どࠊ໅ົしているᚑ業ဨつᶍが大きい࡯どࠊ௒までのプロ

ダクト・イノベーションの経験ᅇ数がከい࡯どࠊ「現⫋でプロダクト・イノベーションの経験」を᭷す

る傾向が示された（表 1および表 2）。さらに技術者の✀㢮ࡸ業✀とは┦関が見られࠊ年㱋ࡸ性別とは┦

関が見られなかった。またࠊ௒までの経験ᅇ数と現⫋の໅ົ年数は┦関が見られなかった。 

  

表 1 ኚ数のㄝ᫂ 
ኚ数 ᐃ⩏ ᖹᆒ ୰ኸ್ ᭱㢖್ ᗘ数 ᶆ‽೫ᕪ

ᴗ✀

⌧ᅾの໅ົඛのᴗ✀（1㻚㎰ᯘ⁺ᴗ 2㻚㖔ᴗ 㻟㻚ᘓタᴗ 㻠㻚〇㐀ᴗ 5㻚㟁Ẽ䞉䜺䝇䞉
⇕౪⤥䞉Ỉ㐨ᴗ 㻢㻚᝟ሗ㏻ಙᴗ 㻣㻚㐠㍺ᴗ 8㻚༺኎䞉ᑠ኎ᴗ 9㻚㔠⼥䞉ಖ㝤ᴗ 10㻚
୙ື⏘ᴗ 11㻚㣧㣗ᗑ䞉ᐟἩᴗ 12㻚་⒪䞉⚟♴ 1㻟㻚ᩍ⫱䞉学⩦ᨭ᥼ᴗ 1㻠㻚」ྜ
䝃䞊䝡䝇஦ᴗ 15㻚䝃䞊䝡䝇ᴗ 1㻢㻚බົ）

㻢㻚9㻣 㻠㻚00 㻠 1000 㻠㻚5㻟0

年㱋 年㱋（1㻚10௦ 2㻚20௦ 㻟㻚㻟0௦ 㻠㻚㻠0௦ 5㻚50௦ 㻢㻚㻢0௦ 㻣㻚㻣0௦௨ୖ） 㻠㻚2㻢 㻠㻚00 㻠 1000 0㻚9㻣㻣
ᛶ別 ᛶ別（1㻚⏨ᛶ 2㻚ዪᛶ） 1㻚0㻟 1㻚00 1 1000 0㻚1㻣㻟

学Ṕ
䜶䞁䝆䝙䜰䛸䛧䛶⫋䛻ᑵ䛔䛯学Ṕ（1㻚୰༞ 2㻚㧗ᰯ 㻟㻚▷大䛚䜘䜃㧗ᑓ 㻠㻚大学 5㻚
大学㝔ಟኈ 㻢㻚大学㝔༤ኈ 㻣㻚䛭の௚）

㻟㻚5㻣 㻠㻚00 㻠 1000 1㻚1㻢2

໅ົ年数
⌧ᅾの໅ົඛ䛷の໅ົ年数（1㻚1年ᮍ‶ 2㻚1年௨ୖ䡚㻟年ᮍ‶ 㻟㻚㻟年௨ୖ䡚5
年ᮍ‶ 㻠㻚5年௨ୖ䡚10年ᮍ‶ 5㻚10年௨ୖ䡚20年ᮍ‶ 㻢㻚20年௨ୖ䡚㻟0年
ᮍ‶ 㻣㻚㻟0年௨ୖ）

㻠㻚㻢1 5㻚00 5 1000 1㻚㻢㻢㻠

ᚑᴗဨつᶍ
⌧ᅾの໅ົඛのᚑᴗဨつᶍ（1㻚20ே௨ୗ 2㻚21ே䛛䜙100ே௨ୗ 㻟㻚101ே䛛
䜙㻟00ே௨ୗ 㻠㻚㻟01ே䛛䜙1000ே௨ୗ 5㻚1000ே䜢㉸䛘䜛 㻢㻚୙᫂）

㻟㻚15 㻟㻚00 5 1000 1㻚㻢5㻟

⌧⫋のᕷሙ໬
⌧ᅾの⫋ሙ䛻䛚䛔䛶䛂᪂〇ရ䛒䜛䛔䛿᪂䝃䞊䝡䝇のᕷሙ䜈のᢞධ䛃䛻㛵䜟䛳
䛯⤒㦂（1㻚⤒㦂䛜䛒䜛 2㻚⤒㦂䛜䛺䛔）

1㻚㻢2 2㻚00 2 1000 0㻚㻠8㻣

ᕷሙ໬ᅇ数
⌧ᅾ䜎䛷䛻㛵䜟䛳䛯䛂᪂〇ရ䛒䜛䛔䛿᪂䝃䞊䝡䝇のᕷሙ䜈のᢞධ䛃⤒㦂ᅇ数
（1㻚0ᅇ 2㻚1䡚2ᅇ 㻟㻚㻟䡚㻠ᅇ 㻠㻚5ᅇ௨ୖ）

2㻚22 2㻚00 1 1000 1㻚2㻣0

ᢏ⾡⪅別
⌧ᅾヱᙜ䛩䜛ᢏ⾡⪅（1㻚㎰ᯘỈ⏘ᴗ䞉㣗ရᢏ⾡⪅ 2㻚㟁Ẽ䞉㟁Ꮚᢏ⾡⪅ 㻟㻚ᶵ
Ე䞉⯟✵ᶵ䞉㐀⯪ᢏ⾡⪅ 㻠㻚㔠ᒓ〇㘐ᢏ⾡⪅ 5㻚໬学ᢏ⾡⪅ 㻢㻚ᘓ⠏ᢏ⾡⪅ 㻣㻚
ᅵᮌ䞉 㔞ᢏ⾡⪅ 8㻚䝅䝇䝔䝮䜶䞁䝆䝙䜰 9㻚䝥䝻䜾䝷䝬䞊 10㻚䛭の௚のᢏ⾡⪅）

㻢㻚0㻠 㻣㻚00 8 1000 2㻚80㻟

 
 

表 2 ኚ数の┦㛵ಀ数 

 
 



― 1057―

㻔㻟㻕 䛂⌧ᅾの⫋ሙ䛷⤒㦂䛜䛺䛔ே䛃の௒ᚋの䝥䝻䝎䜽䝖䞉䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁䛻㛵䜟䜛ពḧ 

 現在の⫋ሙでプロダクト・イノベーションの経験がない人（616 ྡ）に対してࠊ「あなたは௒ᚋ新〇ရ

あるいは新サービスのᕷሙ࡬の投入に関わりたいですか」という質問をしࡑࠊの結果を「௒までにプロ

ダクト・イノベーションに関わった経験ᅇ数」とクロス分析した。 

 ᅗ 3 に示すように「௒までの経験ᅇ数」によって㐪いが見られた。経験ᅇ数 0 ᅇのᅇ⟅者ではࠊ「現

在の⫋ሙでも௚の⫋ሙでも関わりたくない」がもっともከく225）�51.7ࠊ ྡ）にも㐩していた。୍方ࠊ

現⫋では 0 ᅇであるが以๓に㸯ᅇ以ୖの経験があるᅇ⟅者ではࠊ「現在の⫋ሙでも௚の⫋ሙでも関わり

たくない」は 26.5�でありࠊ「現在の⫋ሙあるいは௚の⫋ሙで関わりたい」が 63.0�を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 㻟 ⌧⫋䛷䛿䝥䝻䝎䜽䝖䞉䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁の⤒㦂䛜䛺䛔ேの௒ᚋのᕼᮃ（௨๓の⤒㦂ᅇ数䛤䛸） 

 

さらに「ᅇ⟅⌮⏤」の自⏤グ㏙を見ると1ࠊᅇ以ୖの経験者で「現在の⫋ሙで関わりたい」の⌮⏤はࠊ

「（➼ばりたいࢇ௒の௰㛫とが）現在の⫋ሙの㞺ᅖ気がⰋいから」ࠊ「（面白いࠊᴦしい）りがいがあるࡸ」

も示された。「௚の⫋ሙで関わりたい」の⌮⏤はࠊ「現在の⫋ሙでは↓⌮（⎔ቃが整っていないࡑࠊうい

う部⨫ではない）」が示された。「現在の⫋ሙでも௚の⫋ሙでも関わりたくない」の⌮⏤はࠊ「年㱋的に

 。が示された「面ಽࠊれた⑂」ࠊ「（ろᘬ㏥ࡑろࡑ）⌮↓

 ୍方ࠊ経験 0ᅇのᅇ⟅者の「現在の⫋ሙで関わりたい」の⌮⏤はࡸ」ࠊってみたい（経験をࡘみたいࠊ

⬟ຊをヨしたいࠊᣮᡓしたい୍ࠊᗘくらいはᡭがけたい）」ࠊ「ክがありࡑうࣔࠊチベーションがୖがる」ࠊ

「ビジࢿス㸭௙事のᖜをᗈࡆたい」ࠊ「事業の拡大ࠊ会♫を発展さࡏたい（⏕き残りࠊ✺◚ཱྀ）」が示さ

れた。「௚の⫋ሙで関わりたい」の⌮⏤はࠊ「㌿⫋したい（㌿⫋する）」ࠊ「現在の⫋ሙでは↓⌮（関わら

現状」ࠊは⏤⌮「現在の⫋ሙでも௚の⫋ሙでも関わりたくない」ࠊて㈔えない）」が示された。さらにࡏ

がいい（現状に‶㊊している）」ࠊ「⯆࿡がない（わからないࠊ関心がない）」ࠊ「大変ࡑう（ᛁしくなるか

らࠊ面ಽࠊ⑂れる）」ࠊ「ࡑういう立ሙではない」ࠊ「年㱋（定年が近い）」がୖࡆられた。 

 以ୖよりࠊ現⫋でプロダクト・イノベーションの経験がない人であっても「௒までに 1ᅇ」でも経験

がある人はࠊ௒ᚋのプロダクト・イノベーションに関わることをポジテࣈ࢕にᤊえていることがわかっ

た。またࠊまったく経験のない人でも「現在の⫋ሙで関わりたい」とᅇ⟅した人ではࠊプロダクト・イ

ノベーションに関わることを「ಶ人の成長」ࡸ「会♫の成長」に⧅がるものとしてᤊえていることが示

された。 

 

㻔㻠㻕 開発の᭱ึのẁ㝵䛛䜙㛵䜟䛳䛯䜶䞁䝆䝙䜰の╔᝿の䛝䛳䛛䛡 

⌧ᅾの⫋場䛻䛚䛔䛶䛂᪂〇ရ䜔᪂䝃䞊䝡䝇のᕷ場䜈のᢞධ䛃䛻㛵䜟䛳䛯⤒㦂の䛒䜛ᅇ⟅⪅（㻟㻤㻠 ྡ）のෆ䚸

䛂開発の᭱ึのẁ㝵䛛䜙㛵䜟䛳䛯䛃䛸ᅇ⟅䛧䛯 㻞㻠㻞 ྡ(㻢㻟㻚㻜㻑)䛻ᑐ䛧䛶䛂᪂〇ရ➼の開発の╔᝿の䛝䛳䛛䛡䛃䜢㉁

ၥ䛧䚸䛭のᅇ⟅⤖ᯝ䜢௒䜎䛷の⤒㦂ᅇ数䛷䜽䝻䝇ศᯒ䛧䛯䚹䛭の⤖ᯝ䚸ᅗ 㻠 䛻♧䛩䜘䛖䛻䛔䛪䜜の⤒㦂ᅇ数䛷䜒

䛂⮬♫ෆ䜔䜾䝹䞊䝥௻ᴗ䛃䛜ከ䛟䚸䛂㢳ᐈ䜎䛯䛿䜽䝷䜲䜰䞁䝖䛃䛷䛿 㻝䡚㻞 ᅇ䜘䜚䜒 㻟 ᅇ௨ୖの⤒㦂ᅇ数䛷ከ䛔䛣䛸䛜

♧䛥䜜䛯䚹⤒㦂ᅇ数䛜ከ䛔䜋䛹䚸㌟㏆䛺䝙䞊䝈䛛䜙開発の╔᝿の䛝䛳䛛䛡䜢ᚓ䛶䛔䜛ഴྥ䛜♧䛥䜜䛯䚹 

 

䠐䠊⪃ᐹ 

⌮アがプロダクト・イノベーションに「関わりたい」あるいは「関わりたくない」とᛮう心ࢽンジ࢚ 

を分析することはࠊ௒ᚋのイノベーション๰ฟの増大に関連すると考えらえる。≉チの「発明者」にࡘ

いての調査[6]ではࠊ発明者の動機でもっとも大きかったのは「チࣕレンジングな技術ㄢ題をゎỴする



― 1058―

こと自体の⯆࿡」でありࠊ「㔠㖹的報㓘」などの経済的ㄏ因はᑠさいことが報告されている。プロダク

ト・イノベーションのような事業化・ၟရ化は࢚ࠊンジࢽアにとって「技術ㄢ題のゎỴ」とは異なる活

動でありࠊ実施にあたって心⌮的なቨなどがあるかもしれない。しかし「༳㇟的な経験」は௙事のࣔチ

ベーションに影響するという報告があり[7]࢚ࠊンジࢽアが୍連の事業化・ᕷሙ化に関わる経験を୍ᗘ

でもすることでḟの事業化・ᕷሙ化に関わり᫆くなることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 㻠 ᪂〇ရ➼の開発の╔᝿の䛝䛳䛛䛡（」数ᅇ⟅） 

 

䠑䠊⤖ㄽ 

 プロダクト・イノベーション（新〇ရࡸ新サービスのᕷሙ࡬の投入）にࡘいて関わった経験のない࢚

ンジࢽアは 1ᅇ以ୖ経験がある࢚ンジࢽアに比べてࠊ「͆ 新〇ရࡸ新サービスのᕷሙ࡬の投入͇に関わる

こと」にあまりポジテࣈ࢕ではないことが示された。このことはプロダクト・イノベーションに関わる

経験の㔜要性を示၀していると考えられる。 

したがってࠊ௒ᚋࠊ日本においてプロダクト・イノベーションの๰ฟを増ࡸすためにはࠊ㧗ᰯࡸ大学

の在学୰などの᪩い᫬期において͆新〇ရࡸ新サービスのᕷሙ࡬の投入͇にࡘいての実㊶的な体験の機

会を与えることが必要であると考えらえる。 

 

ㅰ㎡ 

 本調査はࠊ♫ᅋἲ人日本ᕤ学アカデミーの「᰿本的࢚ンジࢽアࣜングの実⿦」部会においてࠊ公┈ἲ

人日産㈈ᅋのຓ成をཷけて実施しました。関係者のⓙᵝにはឤㅰいたします。 
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